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 「⾼度利⽤者向け緊急地震速報専⽤受信ソフトウェア SignalNow Express」は、スト
ラテジー株式会社が提供する製品・サービスです。 

 このマニュアルは説明に Windows 7 を使⽤しています。お使いの OS によって表⽰さ
れる画⾯や⽂⾔が異なる場合があります。その場合は適宜読み替えて頂けますようお願
いいたします。 

 SignalNow(シグナルナウ)はエヌ・エス・シー株式会社の登録商標です。その他の製品
名称や社名は各社の登録商標または商標です。 

■SignalNow シリーズ キャラクター紹介
僕の名前は「みまもりケロたん」です。 
気軽に「ケロたん」って呼んでくださいね。 
今⽇も明⽇も明後⽇も、 
ずっと皆さんを⾒守っていくのでよろしくね、ケロケロ。 

<名前の由来> 
SignalNow Express をお使いのユーザー様から公募にて名前を決定しました。選考理由は次の通
りです。沢⼭の応募ありがとうございました。 
・弊社製品 SignalNow シリーズは弊社製品をお使いの皆様を絶えず⾒守っていること。 
・カエルを連想させる「ケロ」という⾳が名前に⼊っていたこと。 
・将来は地震だけでなく、他の⾃然災害や危険情報も⾒守っていくことの期待も含めて。 
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■はじめに 
この度は「⾼度利⽤者向け緊急地震速報専⽤受信ソフトウェア SignalNow Express」（以下

「SignalNow Express」または「本ソフトウェア」と記します）をダウンロードしていただきあり
がとうございます。 

この説明書（以下「本説明書」と記します）にて SignalNow Express のインストール⽅法から
各機能の説明をご説明しています。 

作業前に本説明書を最後までご⼀読いただくとともに、印刷していつでも参照できるようにお⼿
元に保管されることをお勧めいたします。 

巻末には緊急地震速報について、地震が発⽣した際にとるべき⾏動など、参考となるサイトもご
紹介しています。お客様の理解を深めるための⼀助としてご参照下さい。 

SignalNow Express を有効にお使いになり、お客様の防災活動に末永くお役⽴ていただければ
幸いです。 

 
■本製品の特徴 

「SignalNow Express」はインストールして頂いたその⽇から、お使いの Windows パソコンで
気象庁が提供する「⾼度利⽤者向け緊急地震速報」を受信することができるソフトウェアです。 

SignalNow Express を起動するとお使いの Windows に常駐して動作し、お客様が選択した地
点(所在地)へ地震が到達すると予測された場合に、揺れの⼤きさ(震度)と揺れが到達するまでの時
間(猶予時間)を画⾯への表⽰と報知⾳(アラーム⾳)にて、テレビやラジオより早くお知らせします。 

 
お客様の希望する任意の地点を所在地として指定したい場合や、プロキシサーバーを使⽤した

ネットワークで本ソフトウェアを使⽤したい場合は、より⾼機能である姉妹製品「SignalNow 
Professional」の購⼊をご検討下さい。 

 
なお、SignalNow Express は専⽤機 SignalNow と違い、Windows パソコンの稼働に併せて動

作します。Windows がスリープ状態やサスペンド状態の時は本ソフトウェアも動作を停⽌します
のでご注意下さい。 
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■ライセンスキーについて 
SignalNow Express はライセンスキーを⼊⼒することで、無償でお使いいただけるソフトウェ

アです。 

お使いになる前に弊社のライセンスキー申請ページに記載されている使⽤上の注意等をお読み
になり、ご承諾の上、メールアドレスをご登録下さい。登録されたメールアドレス宛にライセンス
キーメールが送付されます。なお、登録されるメールアドレスはこちらからのメールが届くアドレ
スの登録をお願いいたします。 

ライセンスキー申請ページ URL:http://www.estrat.co.jp/agree.html 
  
■インストール 
○稼働環境 

以下のシステム要件を満たす環境(Windows パソコン)が必要です。 

システム要件 

⽇本語 OS: 
Windows 7・Windows Vista(32 ビット・64 ビット)、 
Windows XP(32 ビット) 
※64 ビット OS の場合、SignalNow Express は WOW64 を使⽤して動作し
ます。 

プロセッサ: お使いの OS が推奨するもの 
メモリ: お使いの OS が推奨するもの 

ハードディスク: 20MB 以上の空き容量 
ディスプレイ: 1024 x 768 ピクセル以上の画⾯解像度を推奨 

ミドルウェア: 
Microsoft Internet Explorer のバージョンが 7 以上 
(※バージョンが古いと地図の表⽰がが正しく⾏われません) 
Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 以上、 
Windows Media Player 11 以上 

その他: インターネット常時接続環境 
 

○！  ご注意 
SignalNow Express は地震の揺れが到達するまでの猶予秒数の算出に、お使
いの Windows パソコンに設定されている時刻を使⽤します。 
Windows パソコンに設定されている時刻が正しくない場合、正しい結果が求
められません。 
NTP クライアントソフトウェア等を使⽤して、常に正確な時刻が Windows
パソコンに設定されるようにしてください。 

 
○インストール 

Step 1. 準備 

１. SignalNow Express を使⽤するユーザーでログオンします。 
[Windows 7、Windows Vista を使⽤している場合] 
アカウント種類に「管理者」が割り当てられた管理者アカウントが必要です。 
管理者アカウント以外のユーザーアカウントでログオンした場合、インストールの途中で
管理者アカウントのパスワードの⼊⼒を求められます。 
 
[Windows XP を使⽤している場合] 
Administrator グループに所属しているユーザーアカウントまたはコンピュータの管理者
アカウントでログオンします。 
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2. ダウンロードしたインストール⽤ zip ファイルを適当なフォルダーへ展開します。 
展開先のフォルダーは任意の場所で構いません。この説明書ではダウンロードしたインス
トール⽤ zip ファイルの保管先と展開先として「作業⽤」フォルダーをデスクトップに作
成したと仮定して説明しています。 

 

インストール⽤ zip ファイル名: 
SignalNowExpress_X_XX_X_Setup.zip 
※実際のファイル名は X_XX_X の部分がバージョンを⽰す
数字に置き換わります。 

展開先フォルダーの場所: デスクトップの「作業⽤」フォルダー 
 
 
 
 
Step 2. SignalNow Express のインストール 

 
○！  管理者権限がない場合 

管理者権限を持たないユーザーでログオンした場合、管理者アカウントの
ユーザー名とパスワードの⼊⼒を求められます。 
その場合は⼊⼒してから[はい]ボタンをクリックしてインストーラーを起動
させます。 

1.  SignalNow Express のインストーラーを起動します。 
「作業⽤」フォルダーの中にある「SignalNow Express_X.XX.X_Setup」フォルダー内
の Setup(「Setup.exe」と表⽰される場合もあります)を実⾏します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図）SignalNow Expressインストーラーファイル 
→ インストール継続許可を求めるために[ユーザー アカウント制御]画⾯が表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
図）SignalNow Expressインストール確認の為のユーザーアカウント制御(UAC) 
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2. [はい]ボタンを押して、SignalNow Express ⽤インストーラーを起動します。 
→ 「SignalNow Express – InstallShield Wizard」画⾯が表⽰され、SignalNow Express のイ

ンストーラーが起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図）SignalNow Expressインストーラー起動画⾯ 

3. [次へ]ボタンをクリックして、SignalNow Express のインストール作業を開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）インストールウィザード画⾯ 

4. [次へ]ボタンをクリックします。 
インストール先フォルダーを変更する場合は[変更]ボタンをクリックして、任意のフォル
ダーを選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）緊急地震速報サービス利⽤規約確認 
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○！  任意のフォルダーにインストールする場合は 

以下のフォルダーは選択しないでください。お使いの Windows パソコンの
誤動作などを引き起こす可能性があります。 
[条件-指定してはいけないフォルダー] 
・他社製プログラムが作成したフォルダー 
・OS の基本ファイルが保存されるフォルダー(Windows, WinNT など) 
・他のユーザーアカウント権限で管理しているフォルダー 

5. インストールする[お勧めツール]の名称の左側にあるチェックボックスをクリックしてから、
[次へ]ボタンをクリックします。 

→ インストールしない場合はチェックボックスをクリックしてチェックマークを外します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）お勧めツール選択画⾯ 

○！  お勧めツールとは 
お使いの Windows パソコンを使いやすくする「お勧めツール(※)」を、
SignalNow Express とは別にインストールします。 
SignalNow Express にはお勧めツールとして「Yahoo!ツールバー」が同梱
されています。 
※お勧めツールは無料でお使いいただけるソフトウェアです。 

６．[インストール]ボタンをクリックして、お使いの Windows パソコンに SignalNow Express
をインストールします。 

→ SignalNow Express のコピーが開始されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）インストール指⽰画⾯ 
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7. [完了]ボタンをクリックして、インストール作業を完了します。 
→ デスクトップに緑⾊のカエルの顔のアイコンが作成されます。 

※お勧めツールのインストールを選択した場合は、続いてお勧めツールのインストールが
開始されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図)インストール完了画⾯ 

 

 

 
図）SignalNow Expressデスクトップのアイコン 

 
※Windows の[スタート]メニュー内にある[スタートアップ]にも「SignalNow Express」
のショートカットが登録されます。 
次回のWindowsへのログオン時から⾃動的に[SignalNow Expressログイン]画⾯が表⽰
されます。 

 
Step 4. ミドルウェアの更新 

SignalNow Express は動作するために次のプログラムをミドルウェアとして使⽤します。 

マイクロソフト社のサイトよりダウンロードしてお使いの Windows パソコンにインストールし
て下さい。 

 
 .NET Framework 3.5 SP1 以上 
 Microsoft Windows Media Player 11 以上 
 

1. 次のサイトを参考に.NET Framework のバージョンを確認します。 
マイクロソフト社 Microsoft サポート: インストールされている Microsoft .NET 
Framework のバージョンおよび Service Pack のレベルを確認する⽅法 
http://support.microsoft.com/kb/318785/ja 

2. .NET Framework 3.5 SP1 以上をマイクロソフト社のサイトよりダウンロードしてインス
トールします。 
マイクロソフト社 Microsoft Download Center URL: 
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?familyid=ab99342f-5d1
a-413d-8319-81da479ab0d7 
※.NET Framework 3.5 の最新版をお使い下さい。.NET Framework 4 では動作しませ
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ん。 
※URL は変更される場合があります。 

3. Microsoft Windows Media Player 11 以上をマイクロソフト社のサイトよりダウンロードし
てインストールします。 
マイクロソフト社 Microsoft Download Center URL: 
http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsmedia/download/default.asp
x 
※お使いの Windows のバージョンに併せた Windows Media Player11 をお使い下さい。 
※URL は変更される場合があります。 

 

4. Windows を再起動します。 
念のため Windows パソコンを再起動します。再起動後、「使い⽅ 起動⽅法」の説明へ
お進み下さい。 
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○アンインストール(SignalNow Express、お勧めツール) 

Step 1. SignalNow Express を終了します 

1. SignalNow Express を終了します。 
 
Step 2. SignalNow Express のアンインストールを⾏います 

1. Windows の[スタート]ボタンをクリックし、表⽰されたメニューより[コントロールパネル]
をクリックします。 

→ コントロールパネルが表⽰されます。 

2. [プログラムのアンインストール]※をクリックします。 
※Windows XP を使⽤している場合、[プログラムの追加と削除]です。 

→ インストール済みのプログラムが⼀覧表⽰されます。 

3. ⼀覧から「SignalNow Express」を選択し、[アンインストール]※をクリックします。 
※Windows XP を使⽤している場合、[削除]ボタンをクリックします。 

4. 画⾯の指⽰に従いアンインストールの操作を継続します。 
 
 

○！  お勧めツールのアンインストール 
SignalNow Express と⼀緒にインストールした「お勧めツール」をアンイン
ストールするには、アンインストールの⼿順に記載された「SignalNow 
Express」をお勧めツールの名称に読み替えて下さい。 
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■使い⽅ 
○起動⽅法 

SignalNow Express は起動後に緊急地震速報配信サーバーへのログインが完了することで動作
を開始します。SignalNow Express を起動する前にインターネットへの接続を忘れずに⾏って下
さい。 

Step 1. SignalNow Express の起動 

1. デスクトップにある SignalNow Express のアイコン(緑⾊のカエルのアイコン)をダブルク
リックします。 

→ [SignalNow Express サーバーログイン]画⾯が表⽰されます。 

※[スタートアップ]に登録されている場合は Windows へログオンすると⾃動的に表⽰さ
れます。 

 
２．ライセンスキーを⼊⼒します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）[SignalNow Expressサーバーログイン]画⾯ 
 
 

○！  ライセンスキーについて 
本ソフトウェアを動作させるにはライセンスキーが必要です。 
 
初めて起動したときはライセンスキー⼊⼒欄に、弊社からのメールに記載さ
れているライセンスキーを⼊⼒してください。 
 
⼀度、正しいライセンスキーが⼊⼒されると、お使いのコンピューターに記
録され、次回以降は⾃動的に⼊⼒された状態になります。 
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2. [サーバーへログインを開始]ボタンをクリックします。 
→ 緊急地震速報配信サーバーへログインし、動作を開始します。動作を開始するとタスクトレイ

に緑⾊のカエルのアイコン※が表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）通知領域内のアイコン 
 

※アイコンが⾚⾊で表⽰された場合は、緊急地震速報配信サーバーへログインが失敗しま
した。インターネットに正しく接続されているかなどネットワークの環境をご確認下さい。 

 
○！  Windows へログオンしたら⾃動的にサーバーへログインしたい時は 

ライセンスキーを⼊⼒した後、[⾃動でログインする]をクリックし、チェッ
クマークを付けてから[サーバーへログイン]ボタンをクリックして下さい。 
 
次回から Windows へログオンする毎に[SignalNow Express ログイン]画⾯
が表⽰され、さらにサーバーへのログイン処理が⾃動的に⾏われます。 

 
 

○！  タスクバーの通知領域とは 
通常通知領域とはタスクバーの右端にある時間と⽇付が表⽰されている付近
の⼩さなアイコンが表⽰されている領域のことです。 
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○設定－基本 

SignalNow Express を正しくお使い頂くために、いくつかの基本となる設定を⾏います。 

 
Step 1. [設定]画⾯を表⽰します。 

 
設定は各機能を設定する専⽤の画⾯から⾏います。 

  [設定]画⾯は複数のタブから構成されています。タブを切り替えることにより、設定内容の種
類を変更することができます。 

 設定作業が終了したら[設定を登録]ボタンをクリックすることで、全てのタブの内容が反映さ
れ、⾃動的に緊急地震速報配信サーバーへ再ログインします。 

 [キャンセル]ボタンをクリックすると、[設定]画⾯にて変更した内容は破棄されます。 
 

1. タスクトレイにある SignalNow Express のアイコンを右クリックし、表⽰されたポップアッ
プメニューから[設定]をクリックします。 

→ [設定]画⾯が表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）ポップアップメニューと設定画⾯ 
 
 
Step 2. 所在地設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）[所在地(予想地点)]画⾯ 
 

お客様がいる場所(SignalNow Express をインストールした Windows パソコンの設置場所)を
「所在地」といいます。 
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SignalNow Express は各県の県庁所在地に対して、あとどの位の時間(猶予秒数)とどの位の揺
れの⼤きさ(震度)で地震が到達するかをお知らせいたします。 

1. [設定]画⾯の中にある[所在地(予想地点)]タブをクリックします。 

2.  [都道府県]をクリックし、お客様所在地に適切な「県」を選択します。 
→ 県境にお住まいの場合など「所在地」の県が異なっても、「県庁所在地がお客様所在地」に近

い県を選択してください。 

 
 
Step 3. ポップアップ条件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）[ポップアップ表⽰条件]画⾯ 
 

⽇本のどこかで地震が発⽣し、SignalNow Express は緊急地震速報を受信すると即座に予測演
算処理を⾏います。 

予測演算した結果がポップアップ条件に⼀致する場合、SignalNow Express は画⾯をポップアッ
プさせ、報知⾳(アラーム⾳)とともにお知らせします。 

 

1. [設定]画⾯の中にある[ポップアップ表⽰条件]タブをクリックします。 

2. [震源地マグニチュード]を右隣にあるドロップダウンリストから希望するマグニチュードの
⼤きさをクリックして選択します。 

3. [所在地予想震度]を右隣にあるドロップダウンリストから希望する震度をクリックして選択
します。 

 
○！  ポップアップ条件について 

ポップアップ条件は OR("または")条件として扱われ、[震源地マグニチュー
ド]か、または[所在地予想震度]のどちらか⼀⽅が条件に⼀致した場合にお知
らせします。 
 
但し、予測演算した所在地に対する予測震度の⼤きさが 0.0 を超えない場合
は、ポップアップ条件に⼀致してもお知らせすることはありません。 
 
例 – 条件に⼀致してもお知らせしない） 
[設定条件] 
 所在地: 「愛媛県の県庁所在地」 
 震源地マグニチュード: 1.0 以上 
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 所在地予想震度: 1 以上 
[発⽣した地震] 
 震源地: 北海道沖 
 マグニチュード: 8 
 
この場合、マグニチュードの条件には⼀致しますが、北海道沖で発⽣した地
震の揺れが愛媛県の県庁所在地までは届かないと予測されるため、お知らせ
しません。 

 
 

4. [使⽤するデータの確からしさ]を選択します。通常は[精度優先(テリトリー法２点以上)]をク
リックして選択して下さい。 

 
○！  “確からしさ”とは 

地震が発⽣すると全国にある観測点から気象庁へ地震の情報が送られます。
気象庁はそれら情報をとりまとめて解析し、緊急地震速報として発信します。
この緊急地震速報の正確性を気象庁では「確からしさ」として表現していま
す。 
 
複数の観測点から得られた情報を基に解析した⽅が、精度の⾼い緊急地震速
報を発信することができますが、解析に要する時間が⽐較的⻑くなります。 
逆に観測点の数が少ない場合は緊急地震速報の精度は低くなりますが、その
分速く発信することができます。 
 
SignalNow Express では予測演算に使⽤する緊急地震速報を次の２種類の
確からしさから選択することができます。 
 

 早さ優先(テリトリー法１点以上) 
１箇所以上の観測点を使⽤した緊急地震速報 

 精度優先(テリトリー法２点以上) 
２箇所以上の観測点を使⽤した緊急地震速報 
 
専⽤機 SignalNow では他にグリッドサーチ法(３／４点、５点以上)も選択で
きますが、実⽤上「精度優先(テリトリー法２点以上)」を選択して殆ど問題
はありません。 

 
 
Step 4. 動作詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）[動作詳細]画⾯ 
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地震をお知らせするときの動作を設定します。設定できる動作は次の通りです。 

 報知⾳量(アラーム⾳量) 
地震の揺れが到達することをお知らせする報知⾳の⾳量です。 

 報知⾳の継続時間 
猶予秒数が 0 になってから(地震の揺れが所在地に到達してから)も、継続して報知⾳を鳴
らす時間を秒数で指定します。 

 スクリーンセーバー解除 
ポップアップした際、スクリーンセーバーが動作していると SignalNow Express の画⾯
が表⽰されません(報知⾳のみでお知らせします)。この機能を有効にすると SignalNow 
Express により TAB キーを送出し、スクリーンセーバーを解除することができます。 

1. [設定]画⾯の中にある[動作詳細]タブをクリックします。 

2. [報知⾳量]を設定します。スライダーのつまみをドラッグして⾳量を変更することができます。 
→ [テスト再⽣]ボタンをクリックして、⾳量を確認できます。 

3. [地震到達後の報知⾳の継続期間]を秒数で指定します。 
→ 上下⽮印ボタンをクリックして⼊⼒することもできます。 

4. スクリーンセーバーの動作中に、ポップアップ画⾯を強制的に表⽰させるためには[ポップ
アップ表⽰時に TAB キーコードを送出する(スクリーンセーバー解除⽤)]をクリックして、
チェックマークを付けてください。 

 
 
Step 5. 設定画⾯の終了 

1.[設定を登録]ボタンをクリックして下さい。 
→ SignalNow Express は設定された内容を記憶し、即座に有効にします。 

○！  ⼊⼒した設定内容を無効にしたい場合 
[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 
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○設定－拡張 

SignalNow Express の訓練機能を使⽤する場合のみ設定します。 

 
Step 1. 訓練 

 
※訓練機能を使⽤する場合、この画⾯から設定します。普段使う際の設定は必要ありません。詳細
は機能説明のページをご参照下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）[訓練]画⾯ 
 

仮想的に地震が発⽣した状況を再現し、SignalNow Express がどのように動作するのか確認す
ることができます。この機能を使⽤して訓練等にお役⽴て下さい。 

指定する項⽬とその意味は次の通りです。 

 
 [訓練猶予秒数]：地震の揺れが所在地に対して到達するまでの時間(猶予秒数)を秒単位で指定

します。 
 [訓練予想震度]：所在地に対して到達する揺れの⼤きさ(予想震度)をドロップダウンリストか

ら選択します。 
 [訓練開始時刻：即時(1 分後)]：[設定を登録]ボタンを押してから約 1 分後に地震を発⽣させ

ます。 
 [訓練開始時刻：スケジュール] ：希望する地震の発⽣⽇時がある場合に選択し、希望する⽇時

を指定します。現在の時刻から 1 分以上未来の⽇時を指定してください。 
 

1. [訓練を実施する]をクリックして、チェックマークを付けます。 
→ 訓練実施後には⾃動的に初期状態(チェックマークが外れた状態)にもどります。 

2. [訓練猶予秒数]、[訓練予想震度]をそれぞれ指定します。 

3. [訓練開始時刻：即時(1 分後)]か[訓練開始時刻：スケジュール]を選択します。[訓練開始時刻：
スケジュール]を選択した場合は、併せて希望する⽇時を指定します。 
※[訓練開始時刻：即時(1 分後)]を選択した場合は[設定を登録]ボタンをクリックしてか
ら約１分後に動作します。 

4. [設定を登録]ボタンをクリックして、訓練の登録を⾏います。中⽌する場合は[キャンセル]ボ
タンをクリックしてください。 

→ 訓練⽤の地震が発⽣し、ポップアップ画⾯が表⽰されます。 
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■各機能の説明 
この章では SignalNow Express の各機能について説明します。 

 
○各機能の使い⽅ 

ポップアップメニューから各機能を呼び出して使⽤します。 

1. タスクバーの通知領域※にある SignalNow Express のアイコンを右クリックして、ポップ
アップメニューを表⽰します。 

→ ポップアップメニューが表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）ポップアップメニュー 

2. 希望する各機能をクリックして呼び出します。 
※[設定]機能については「設定－基本」の章をご参照下さい。 
 
 
 

機能 1. 発⽣した地震 

過去に発⽣した地震の情報をポップアップ画⾯にて確認することができます。 

過去に発⽣した３つの地震が履歴としてサブメニューに表⽰されます(古い地震情報から先に削
除されます)。その中から希望する地震をクリックして表⽰します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）発⽣した地震の選択 
 

○！  履歴として登録される地震は 
「ポップアップ条件に⼀致しなかった地震」の情報も発⽣した地震として記
録されます。 
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機能 2. バージョン情報 

お使いの SignalNow Express のバージョンが表⽰されます。不具合等でお問い合わせの際は、
このバージョン番号も併せてお知らせ下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）バージョン番号の確認 
 
 
 

機能 3. ログ書出し 

SignalNow Express は緊急地震速報を受信した際の予測演算の結果など、動作を記録していま
す。 

この機能を使⽤するとそれらの記録を書き出し、ログファイルとして任意のフォルダーへ保存す
ることができます。 

不具合が発⽣したときなど、このログファイルをお送りいただくと問題解決に役⽴つ場合があり
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）ログの書出し 
 

○！  ログを消去するには 
SignalNow Expressが内部で管理しているログを消去するには[設定]画⾯の
下側にある[ログを消去する]ボタンをクリックします。 
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機能 4. ⾃動ログイン 

チェックマークが付いている場合、SignalNow Express は起動後に⾃動的に緊急地震速報配信
サーバーへログインを開始して緊急地震速報を受信できるようにします。 

メニュー項⽬をクリックすることでチェックマークを外すことができます。 

チェックマークが無い場合は、SignalNow Express の起動後に表⽰される[SignalNow Express
ログイン]画⾯から、⼿動で[サーバーへログインを開始]ボタンをクリックする必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）⾃動ログインの確認 
 

○！  ⾃動ログインの設定は 
[SignalNow Express ログイン]画⾯にある[⾃動でログインする]チェック
ボックスと同じ働きをします。 

 
 
 

機能 5. 終了 

SignalNow Express の動作を終了します。再び SignalNow Express を起動させるためには「使
い⽅ 起動⽅法」の章を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）SignalNow Expressの終了 
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■画⾯の構成と説明 
SignalNow Express は主に通知領域に表⽰されるアイコンとポップアップ画⾯により構成され

ています。 

 
○通知領域のアイコン 

通知領域に表⽰されるアイコンです。 

アイコンの⾊により SignalNow Express が動作状況を判断することができます（緑⾊：正常、
⾚⾊：通信エラー）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図）通知領域にあるSignalNow Expressのアイコン 
 

マウスカーソルをアイコンの上に重ねることで動作状況の他、バージョンが表⽰されます。 

 
 
 
 
 
 

 
図）通知領域のツールチップ 
 

その他、アイコンの上で右クリックをすると表⽰されるポップアップメニューより、各機能を呼
び出すことができます。 
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○ポップアップ画⾯ 

地震のお知らせをする画⾯です。報知⾳と共に表⽰され、所在地に対する揺れの⼤きさ(震度)、
揺れが到達するまでの時間(猶予秒数)や地図上で地震の揺れの広がりを確認することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図）ポップアップ表⽰画⾯ 
 

○！  緊急地震速報の予報と警報 
緊急地震速報は通常「予報」として扱われます。発⽣した地震の影響により、
甚⼤な被害が予測される地域に対しては「警報」属性が付加されます。 
SignalNow Express は所在地に設定された場所が「警報の対象」となる地域
に含まれる場合、以下の「警報」を⽰すアイコンが表⽰されます。 

 
 
 

図）警報アイコン 
 
 

所在地 

震源地 

地震発⽣時刻

地図の拡⼤・
縮⼩切換

報知⾳のオフ 

所在地に到達
すると予測さ
れた震度 

発⽣した 地
震のエネ ル
ギーの⼤ き
さ ( マ グ ニ
チュード) 

所在地に地震の揺れが到達
するまでの時間 

地震の揺れ(地震 S 波)の
広がり 
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■参考サイト 
緊急地震速報や地震防災への理解を深めるため、各機関の情報もご参照下さい。 

 
 ストラテジー株式会社 
http://www.estrat.co.jp/ 
 
 気象庁 気象等の知識（緊急地震速報） 
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html 
 
 気象庁 防災気象情報（地震情報） 
http://www.jma.go.jp/jp/quake/ 
 
 独⽴⾏政法⼈ 防災科学技術研究所（地震観測網ポータル） 
http://www.seis.bosai.go.jp/ 
 
 地震調査研究推進本部 
http://www.jishin.go.jp/main/index.html 
 
 東京⼤学地震研究所 地震予知研究センター 
http://outreach.eri.u-tokyo.ac.jp/eri/yoti/ 
 
 東京消防庁（広報とうきょう消防第４号） 
http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-kouhouka/kts/kts_04/kts01.html 
 
 内閣府の防災情報（⾸都直下地震対策） 
http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/taisaku_syuto/pdf/101110/101110.pdf 
 
 
 
 
■お問い合せおよびサポート窓⼝ 

本ソフトウェアに関するご質問等お問い合せは、弊社専⽤のページからお願いいたします。 

 
ストラテジー株式会社 SignalNow Express サポート 
http://www.estrat.co.jp/query.html 
※お問い合わせの内容によっては、ご回答に個別にご回答できない場合がございますこと、
ご承知下さい。 

 
 


